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竹生島と周辺地域のかかわり

竹
生
島
と
周
辺
地
域
の
か
か
わ
り

―
祭
祀
を
中
心
に
―

藤

　井

　弘

　章

は
じ
め
に

竹
生
島
は
琵
琶
湖
北
部
に
浮
か
ぶ
小
さ
な
島
で
あ
る
。
平
安
時
代
以
来
、
比
叡
山
（
天
台
宗
）
末
寺
の
修
行
の
地
と
し
て
栄
え
、
中

世
に
は
四
九
の
塔
頭
寺
院
が
存
在
し
た
。
近
世
に
は
寺
領
は
縮
小
さ
れ
て
三
〇
〇
石
と
な
り
、
九
つ
の
塔
頭
寺
院
と
な
っ
て
い
た
。
近

世
に
は
新
義
真
言
宗
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
時
代
に
な
る
と
、
政
府
の
方
針
に
よ
り
神
仏
分
離
が
実
行
さ
れ
、
宝
厳
寺
と
都
久
夫
須
麻

神
社
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

竹
生
島
は
平
安
時
代
か
ら
弁
財
天
（
弁
天
）
と
観
音
の
聖
地
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
西
国
三
十
三
所
観
音
霊
場
の
ひ
と
つ

で
も
あ
る
た
め
、
各
地
か
ら
参
詣
人
を
集
め
て
き
た
。
近
世
に
は
大
坂
・
江
戸
で
出
開
帳
な
ど
も
お
こ
な
っ
て
い
る
。
明
治
以
降
に
独

立
し
た
神
社
の
信
者
は
関
西
以
外
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
竹
生
島
の
信
仰
圏
は
全
国
的
に
広
が
り
、
経
済
的
な
基
盤
も

広
い
と
思
わ
れ
る
。

一
方
で
、
竹
生
島
の
寺
院
・
神
社
を
日
常
的
に
支
え
て
き
た
の
は
周
辺
地
域
の
人
々
で
あ
っ
た
。
湖
北
か
ら
湖
西
に
か
け
て
の
湖
岸

か
ら
は
竹
生
島
を
望
む
こ
と
が
で
き
る
。
湖
岸
か
ら
竹
生
島
を
見
通
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
で
は
、
島
を
身
近
な
存
在
に
感
じ
て
き
た

と
思
わ
れ
る
。
中
世
か
ら
近
世
に
竹
生
島
の
領
地
は
湖
北
に
多
く
、
周
辺
地
域
は
竹
生
島
に
と
っ
て
の
経
済
的
な
基
盤
と
な
っ
て
い

た
。
こ
う
し
た
地
域
か
ら
は
、
竹
生
島
の
山
の
管
理
を
し
た
り
、
寺
院
や
神
社
の
世
話
を
す
る
人
々
も
い
た
。
ま
た
、
蓮
華
会
な
ど
の



 ― 318 ― 

竹
生
島
周
辺
地
図

 ― 319 ― 

竹生島と周辺地域のかかわり

祭
祀
を
取
り
ま
と
め
る
役
を
担
う
人
々
も
い
た
。
竹
生
島
と
周
辺
地
域
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
歴
史
的
変
遷
や
蓮
華
会
な
ど
の
祭

祀
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
る
。
蓮
華
会
の
調
査
報
告
〔
長
浜
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館
　
一
九
九
二
〕、
四
月
祭
り
を
紹
介
し
た
報
告

〔
滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
　
二
〇
一
二
、
川
崎
　
二
〇
一
三
〕
な
ど
で
あ
る
。
た
だ
し
、
竹
生
島
の
祭
祀
に
つ
い
て
民
俗

的
な
観
点
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
は
少
な
い
。
本
紀
要
掲
載
の
藤
井
論
文
で
は
竹
生
島
の
山
林
管
理
に
か
か
わ
る
部
分
に
つ
い
て
、
周

辺
地
域
と
島
の
関
係
を
述
べ
た
。
本
報
告
で
は
、
竹
生
島
お
よ
び
、
長
浜
市
早
崎
町
・
長
浜
市
西
浅
井
町
菅
浦
に
お
い
て
聞
き
取
り
調

査
し
た
こ
と
を
も
と
に
、
竹
生
島
の
祭
祀
を
中
心
に
し
て
周
辺
地
域
の
人
々
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
く
。

２
　
早
崎
町
と
竹
生
島

早
崎
・
下
八
木
・
冨
田
は
竹
生
島
の
領
地
で
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
早
崎

の
半
分
程
度
が
竹
生
島
領
で
あ
っ
た
。
現
在
で
も
、
早
崎
に
は
島
の
田
ん
ぼ
が
三

町
三
反
あ
っ
た
と
語
ら
れ
る
。
シ
マ
ダ
（
島
田
）
と
い
う
。
こ
こ
で
餅
米
も
作
っ

て
い
た
と
い
う
。
シ
マ
ダ
は
下
八
木
・
冨
田
に
は
な
い
。

早
崎
に
は
、
要
誓
寺
の
総
代
、
五
社
神
社
の
総
代
の
ほ
か
に
、
宝
厳
寺
の
総
代
、

都
久
夫
須
麻
神
社
の
総
代
が
い
る
。
早
崎
の
ほ
か
、
下
八
木
・
冨
田
に
も
宝
厳
寺

と
都
久
夫
須
麻
神
社
の
総
代
が
い
る
。
三
か
字
が
蓮
華
会
な
ど
の
オ
ト
リ
モ
チ

（
お
世
話
）
を
し
て
い
る
。
と
く
に
早
崎
の
神
役
が
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。

宝
厳
寺
の
総
代
以
外
に
、
早
崎
に
は
神
役
（
ジ
ン
ヤ
ク
）
が
四
人
い
る
。
代
々
、

世
襲
制
で
あ
っ
た
。
総
代
は
任
期
が
あ
る
が
、
神
役
は
任
期
が
な
い
。
早
崎
で
は

農
業
と
漁
業
を
生
業
に
し
て
い
た
た
め
、
神
役
の
仕
事
に
出
て
行
く
こ
と
が
で
き

写真 1　早崎から竹生島を望む（2007年 1月、藤井
撮影）
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写真 1　早崎から竹生島を望む（2007年 1月、藤井
撮影）
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た
。
現
在
で
は
勤
め
の
仕
事
を
し
て
い
る
人
が
増
え
て
き
た
た
め
、
自
由
が
き
か
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、
世
襲
は
崩
れ
て
き
て
い

る
と
い
う
。

神
役
は
、
蓮
華
会
の
世
話
を
し
、
祭
り
ご
と
一
切
を
仕
切
る
。
頭
人
を
探
し
て
、
ト
ウ
サ
シ
を
す
る
ま
で
が
一
番
大
変
と
い
う
。

３
　
菅
浦
と
竹
生
島

菅
浦
に
は
寺
が
四
か
寺
あ
る
。
阿
弥
陀
寺
の
檀
家
は
四
〇
軒
ぐ
ら
い
、
今
は
三
〇
軒
ぐ
ら
い
で
一
番
多
い
。
真
宗
・
時
宗
も
あ
る
。

真
言
宗
の
真
蔵
院
は
竹
生
島
宝
厳
寺
の
末
寺
。
真
蔵
院
の
住
職
は
宝
厳
寺
の
峰
さ

ん
が
兼
務
し
て
い
る
。
菅
浦
で
は
真
言
宗
の
檀
家
は
少
な
い
。
一
五
軒
。
葬
式
・

法
事
な
ど
、
峰
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
。

戦
後
、
二
・
三
年
ぐ
ら
い
、
菅
浦
か
ら
竹
生
島
（
宝
厳
寺
）
へ
下
肥
を
も
ら
い

に
行
っ
た
。
菅
浦
で
は
四
人
ほ
ど
肥
取
り
の
株
を
持
っ
て
い
た
。
お
世
話
方
、
肥

取
り
組
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
竹
生
島
（
宝
厳
寺
）
の
注
連
縄
縫
い
か
ら
肥
持
ち
ま

で
を
お
こ
な
っ
て
い
た
。
早
崎
の
人
た
ち
は
注
連
縄
な
い
は
す
る
が
、
肥
取
り
は

し
な
か
っ
た
。

新
年
の
一
月
四
日
に
島
年
頭
に
行
く
。
真
蔵
院
の
檀
家
が
行
く
。
連
れ
立
っ
て

行
く
。
今
は
、
つ
づ
ら
お
荘
の
船
を
、
寺
か
ら
お
願
い
し
て
行
く
。
酒
二
升
を

持
っ
て
行
く
。
酒
を
よ
ば
れ
る
。
個
人
で
五
〇
〇
〇
円
程
度
お
供
え
を
す
る
。
判

を
押
し
て
あ
る
餅
を
も
ら
う
。
早
崎
と
一
緒
に
な
る
。
場
も
一
緒
。
菅
浦
の
人
は

神
社
に
は
行
か
な
い
。

写真 2　菅浦から竹生島を望む（2018年 5月、藤井
撮影）
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田
植
え
が
終
わ
る
と
ド
ロ
オ
ト
シ
。
五
月
終
わ
り
ご
ろ
。
ソ
ブ
オ
ト
シ
と
い
う
人
も
い
る
。
日
程
は
組
長
会
で
決
め
る
。
二
日
ぐ
ら

い
休
む
。
こ
の
と
き
に
竹
生
島
に
行
く
。
島
に
行
く
の
は
盆
が
一
番
多
い
。
ド
ロ
オ
ト
シ
の
と
き
に
行
く
の
は
わ
ず
か
。
米
・
野
菜
・

お
茶
な
ど
を
持
っ
て
行
っ
た
。

盆
の
八
月
一
五
日
に
は
蓮
華
会
を
見
に
行
っ
た
。
弁
天
さ
ん
・
観
音
さ
ん
参
り
を
し
た
。
大
浦
か
ら
も
丸
子
船
を
出
し
て
行
っ
た
。

こ
こ
ら
は
西
浅
井
郡
だ
っ
た
。
浅
井
郡
の
系
統
が
蓮
華
会
を
受
け
て
い
た
。
菅
浦
で
は
蓮
華
会
の
頭
人
を
五
軒
ぐ
ら
い
受
け
て
い
る
。

４
　
島
年
頭

正
月
に
早
崎
・
菅
浦
か
ら
竹

生
島
へ
初
穂
を
持
っ
て
行
く
行

事
が
あ
る
。
島
年
頭
と
い
う
。

早
崎
は
一
月
四
日
、
菅
浦
は
一

月
五
日
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。

最
近
は
菅
浦
も
早
崎
と
同
じ
四

日
に
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

早
崎
の
人
た
ち
は
昔
は
「
在

所
中
行
っ
て
い
た
」
と
い
わ
れ

る
。
一
軒
に
一
人
行
っ
た
と
い

い
、
四
〇
〜
五
〇
人
は
早
崎
か

写真 3　早崎からの島年頭（2007年 1月 4日、藤井
撮影）

写真 4　早崎からの島年頭（2007年 1月 4日、藤井
撮影）
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田
植
え
が
終
わ
る
と
ド
ロ
オ
ト
シ
。
五
月
終
わ
り
ご
ろ
。
ソ
ブ
オ
ト
シ
と
い
う
人
も
い
る
。
日
程
は
組
長
会
で
決
め
る
。
二
日
ぐ
ら

い
休
む
。
こ
の
と
き
に
竹
生
島
に
行
く
。
島
に
行
く
の
は
盆
が
一
番
多
い
。
ド
ロ
オ
ト
シ
の
と
き
に
行
く
の
は
わ
ず
か
。
米
・
野
菜
・

お
茶
な
ど
を
持
っ
て
行
っ
た
。

盆
の
八
月
一
五
日
に
は
蓮
華
会
を
見
に
行
っ
た
。
弁
天
さ
ん
・
観
音
さ
ん
参
り
を
し
た
。
大
浦
か
ら
も
丸
子
船
を
出
し
て
行
っ
た
。

こ
こ
ら
は
西
浅
井
郡
だ
っ
た
。
浅
井
郡
の
系
統
が
蓮
華
会
を
受
け
て
い
た
。
菅
浦
で
は
蓮
華
会
の
頭
人
を
五
軒
ぐ
ら
い
受
け
て
い
る
。

４
　
島
年
頭

正
月
に
早
崎
・
菅
浦
か
ら
竹

生
島
へ
初
穂
を
持
っ
て
行
く
行

事
が
あ
る
。
島
年
頭
と
い
う
。

早
崎
は
一
月
四
日
、
菅
浦
は
一

月
五
日
に
お
こ
な
っ
て
い
た
。

最
近
は
菅
浦
も
早
崎
と
同
じ
四

日
に
お
こ
な
う
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。

早
崎
の
人
た
ち
は
昔
は
「
在

所
中
行
っ
て
い
た
」
と
い
わ
れ

る
。
一
軒
に
一
人
行
っ
た
と
い

い
、
四
〇
〜
五
〇
人
は
早
崎
か

写真 3　早崎からの島年頭（2007年 1月 4日、藤井
撮影）

写真 4　早崎からの島年頭（2007年 1月 4日、藤井
撮影）



 ― 322 ― 

ら
行
っ
て
い
た
と
い
う
。「
地
元
の
人
と
の
か
か
わ
り
が
一
番
近
い
」
と
語
ら
れ
る
。
昔
は
女
性
は
行
か
な
か
っ
た
が
、
徐
々
に
女
性

も
行
く
よ
う
に
な
っ
た
。
昔
は
船
も
小
さ
く
、
水
が
船
に
入
っ
て
大
変
だ
っ
た
が
、
船
も
大
き
く
な
り
、
安
全
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ

と
も
影
響
し
て
い
る
と
い
う
。
米
二
升
を
持
っ
て
行
く
の
が
習
い
で
あ
っ
た
。
包
み
で
米
を
持
っ
て
行
く
。
今
で
も
米
を
持
っ
て
い
く

が
、
お
金
を
持
っ
て
い
く
人
も
い
る
。
早
崎
か
ら
は
区
長
以
下
三
役
と
、
組
長
（
早
崎
は
六
つ
の
組
に
分
か
れ
て
い
る
）
が
出
席
す

る
。
そ
の
他
、
一
般
の
人
も
参
加
す
る
。
早
崎
で
は
「
島
年
頭
す
ま
な
実
家
へ
行
か
な
い
」、「
島
年
頭
す
ま
さ
ん
こ
と
に
は
嫁
の
親
元

へ
行
く
こ
と
な
ら
ん
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
四
日
以
降
に
嫁
は
実
家
へ
帰
っ
た
。
戦
後
に
は
、
早
崎
か
ら
は
二
〇
人
ぐ
ら
い
乗
れ
る
ポ
ン

ポ
ン
船
が
出
て
い
た
。
こ
の
船

で
島
年
頭
に
行
っ
た
。

下
八
木
は
米
を
公
民
館
で
寄

せ
て
、
役
員
が
持
っ
て
行
く
だ

け
で
あ
る
。

早
崎
は
宝
厳
寺
と
都
久
夫
須

麻
神
社
に
行
く
。
菅
浦
は
寺
だ

け
に
行
き
、
神
社
に
は
行
か
な

い
。
早
崎
の
人
た
ち
は
、
寺
に

あ
い
さ
つ
に
行
っ
て
か
ら
、
神

社
に
行
く
。
住
職
に
挨
拶
す
る

と
き
は
扇
子
を
前
に
し
て
挨
拶

す
る
。
神
社
も
同
じ
。
住
職
に

写真 5　宝厳寺に米を奉納する（2007年 1月 4日、
藤井撮影）

写真 6　宝厳寺からいただく餅（2007年 1月 4日、
藤井撮影）
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竹生島と周辺地域のかかわり

挨
拶
す
る
と
き
に
は
、
そ
の
前
に

「
ほ
り
賽
銭
」
を
す
る
。
丁
寧
な
人

は
紙
に
包
ん
で
投
げ
る
。

島
年
頭
に
は
寺
か
ら
餅
が
配
ら
れ

る
。
餅
に
は
す
べ
て
宝
印
が
押
し
て

あ
る
。
小
さ
い
ほ
う
は
オ
コ
リ
オ
サ

エ
と
い
い
、
流
行
病
に
か
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
早
崎
で
は
重
宝
さ

れ
た
。
餅
は
冨
田
・
下
八
木
に
は
全

戸
に
配
る
。
早
崎
は
来
た
人
だ
け
に

配
る
。
餅
の
大
き
さ
は
そ
れ
ぞ
れ
の

集
落
で
違
っ
た
。
冨
田
が
一
番
大
き

く
、
早
崎
の
餅
は
小
さ
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
昔
、
早
崎
は
低
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
た
め
、
よ
く
水
に
つ
か
っ
た
が
、
冨
田
は
高
い
と
こ
ろ
に
あ
っ
て
、
餅
米
も
よ
く
と
れ
た

か
ら
と
い
わ
れ
て
い
る
。

島
年
頭
で
は
、
神
役
と
寺
の
役
員
が
早
崎
の
人
た
ち
を
お
呼
び
し
て
い
る
形
に
な
る
の
で
、
神
役
た
ち
が
接
待
を
す
る
こ
と
に
な

る
。島

年
頭
の
と
き
に
、
早
崎
の
区
長
が
牛
玉
箱
を
持
ち
帰
る
。

筆
者
は
、
平
成
一
九
年
（
二
〇
〇
七
）
一
月
四
日
に
早
崎
の
島
年
頭
に
同
行
し
、
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
調
査
時
の
行
程
は
以

写真 7　住職にあいさつ（2007年 1月 4日、藤井撮
影）

写真 8　賽銭（2007年 1月 4日、藤井撮影）
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学
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下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

八
時
過
ぎ
、
生
島
宮
司
が
運
転

す
る
都
久
夫
須
麻
神
社
の
船
で

早
崎
を
出
発
。
早
崎
の
役
員
が

七
人
ほ
ど
乗
船
（
写
真
3
）。
ま

ず
寺
の
本
坊
に
行
き
、
持
参
し

た
米
を
納
め
（
写
真
5
）、
餅
を

い
た
だ
き
（
写
真
6
）、
住
職
に

挨
拶
を
す
る
（
写
真
7
）。
そ
の

後
、
弁
天
堂
と
神
社
本
殿
に
参

拝
。
社
務
所
に
お
い
て
、
持
参

し
た
米
を
神
社
に
納
め
（
写
真

9
）、
授
与
品
を
い
た
だ
く
。
社

務
所
で
直
会
（
写
真
10
）。
そ
の
後
、
観
音
堂
で
祈
祷
し
、
本
坊
で
直
会
（
写
真
11
）。
再
び
、
生
島
宮
司
の
運
転
す
る
神
社
の
船
で
早

崎
へ
戻
る
。
一
四
時
ご
ろ
に
早
崎
に
着
く
。

５
　
蓮
華
会

歴
史
　
　
先
頭
・
後
頭
と
い
う
二
人
の
頭
人
が
、
竹
生
島
か
ら
弁
財
天
・
御
幣
・
榊
な
ど
を
預
か
り
、
再
び
竹
生
島
に
送
り
か
え
す
行

事
を
中
心
に
展
開
す
る
。
最
古
の
記
録
は
貞
元
二
年
（
九
七
七
）
と
い
わ
れ
る
。
室
町
時
代
後
期
や
江
戸
時
代
初
期
に
描
か
れ
た
複
数

写真 10　都久夫須麻神社での直会（2007年 1月 4
日、藤井撮影）

写真 9　都久夫須麻神社に米を奉納する（2007年 1
月 4日、藤井撮影）
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竹生島と周辺地域のかかわり

の
「
竹
生
島
祭
礼
図
」
が
存
在
す
る
。
そ
こ
に
は
、
飾
り
た
て
た
多
数
の
船
で
竹

生
島
へ
向
か
う
人
々
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
蓮
華
会
は
六
月
一
五
日
に
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
が
、
明
治
時
代
以
降
、
八
月
一
五
日
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
時
代

の
神
仏
分
離
以
降
、
蓮
華
会
は
宝
厳
寺
の
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
大
正
六
年

（
一
九
一
七
）
の
『
竹
生
島
遊
覧
』
に
も
、
飾
り
た
て
た
船
が
出
て
い
た
と
記
さ
れ

て
い
る
が
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
船
は
出
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
お
も
に
早

崎
の
神
役
な
ど
、
蓮
華
会
の
世
話
を
し
て
い
る
人
々
か
ら
う
か
が
っ
た
話
を
も
と

に
、
現
状
の
蓮
華
会
の
様
子
を
報
告
し
て
お
く
。

由
緒
　
　
雨
乞
い
か
け
の
祭
り
と
い
う
。
雨
が
降
ら
な
い
で
病
気
が
出
て
竹
生
島

で
雨
乞
い
か
け
た
ら
雨
降
っ
た
、
と
い
う
い
わ
れ
が
あ
る
。

頭
人
の
決
定
　
　
神
役
は
先
頭
と
後
頭
の
二
人
の
頭
人
を
探
す
。
先
頭
は
何
回
か

受
け
た
家
か
ら
選
ぶ
。
後
頭
は
初
め
て
の
家
。
資
産
が
あ
る
家
で
、
由
緒
が
あ
り
、

信
仰
心
が
あ
っ
て
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
て
い
る
人
物
を
探
す
。
昔
は
蓮
華
会
奉

行
が
い
て
、
命
令
し
て
い
た
。
受
け
ら
れ
な
い
人
に
は
罰
則
が
あ
っ
た
。
現
在
で
も
頭
人
に
選
ば
れ
る
こ
と
は
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、

「
浅
井
郡
の
長
者
に
ト
ウ
サ
シ
が
あ
る
」、「（
頭
人
に
な
る
と
）
村
の
長
者
や
」
な
ど
と
語
ら
れ
る
。
江
戸
時
代
に
苗
字
が
な
い
人
で
も

そ
の
と
き
だ
け
名
前
の
下
に
「
尉
」
を
つ
け
て
武
家
身
分
と
し
て
頭
人
を
勤
め
た
。
昔
は
頭
人
に
な
る
と
、
米
一
〇
〇
俵
を
出
し
た
と

い
わ
れ
る
。
最
近
は
大
阪
な
ど
へ
出
て
い
る
人
を
選
ぶ
こ
と
も
多
い
。
頭
人
を
探
す
の
が
神
役
の
仕
事
。

一
月
四
日
の
島
年
頭
の
日
に
、
竹
生
島
で
今
年
の
蓮
華
会
の
頭
人
を
決
め
る
。
候
補
者
の
中
か
ら
く
じ
で
頭
人
を
決
め
る
。
宝
厳
寺

住
職
が
選
ぶ
。
候
補
者
が
一
人
の
と
き
も
あ
る
。
頭
人
を
選
ぶ
と
、
住
職
が
木
の
箱
に
、
頭
人
の
名
前
を
墨
書
す
る
。
こ
の
箱
に
、

写真 11　宝厳寺での直会（2007年 1月 4日、藤井撮
影）
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写真 11　宝厳寺での直会（2007年 1月 4日、藤井撮
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「
牛
玉
　
竹
生
島
　
宝
印
」
と
書
い
た
お
札
を
入
れ
、
開
け
ら
れ
な
い
よ
う
に
釘
を
打
つ
。
お
札
は
弁
天
さ
ん
の
分
身
な
の
で
、
開
け

て
は
い
け
な
い
と
い
う
。
こ
の
箱
を
牛
玉
箱
に
入
れ
て
、
ト
ウ
サ
シ
の
日
に
決
定
し
た
頭
人
の
家
へ
持
っ
て
行
く
。
牛
玉
箱
は
元
旦
か

ら
宝
厳
寺
の
観
音
堂
で
祈
祷
し
た
も
の
で
あ
る
。
お
札
を
入
れ
た
箱
は
蓮
華
会
が
終
わ
っ
て
も
開
け
な
い
。
床
の
間
の
上
の
方
か
、
蔵

の
天
上
な
ど
に
祀
っ
て
い
る
。
代
々
持
っ
て
い
る
と
い
う
。

神
役
が
頭
人
に
選
ば
れ
た
人
に
電
話
で
伝
え
る
。
伝
え
る
口
上
が
決
ま
っ
て
い
る
。「
平
成
何
年
度
の
竹
生
島
の
蓮
華
会
の
お
み
く

じ
に
あ
が
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
頭
人
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
何
日
に
お
う
か
が
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。」
と
い
う
。
名
前
は
ト
ウ
サ
シ
が
終
わ
る
ま
で
神
役
の
家
族
に
も
言
わ
な
い
。

島
年
頭
の
と
き
に
、
早
崎
の
区
長
が
牛
玉
箱
を
持
ち
帰
り
、
一
月
八
日
と
一
〇
日

の
ト
ウ
サ
シ
ま
で
、
区
長
の
家
で
タ
ッ
パ
イ
ス
ル
（
お
ま
つ
り
す
る
）。
こ
の
箱
に
は

弁
天
様
の
分
身
が
入
っ
て
い
る
。
正
月
に
寺
で
魂
を
入
れ
て
も
ら
う
。
中
に
頭
人
さ

ん
の
名
前
が
書
い
て
あ
る
。

ト
ウ
サ
シ
（
頭
差
し
）　
　
先
頭
は
一
月
八
日
。
後
頭
は
一
月
一
〇
日
。
頭
人
に
決

ま
っ
た
家
に
牛
玉
箱
を
持
っ
て
行
っ
て
、
受
け
て
も
ら
う
。
頭
人
の
家
に
牛
玉
箱
を

納
め
て
い
た
だ
く
。
牛
玉
箱
を
受
け
取
っ
て
も
ら
え
る
と
、
頭
人
を
受
け
て
も
ら
っ

た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ト
ウ
サ
シ
の
と
き
の
口
上
が
あ
る
。「
本
日
は
、
竹
生
島
宝

厳
寺
の
お
使
い
と
し
て
参
り
ま
し
た
。
宝
厳
寺
最
大
の
行
事
の
蓮
華
会
平
成
何
年
度

の
先
頭
に
選
択
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
牛
玉
箱
を
お
受
け
い
た
だ
き
た

い
。」
と
い
う
。
内
諾
し
て
も
ら
っ
て
お
い
て
か
ら
行
く
が
、
家
に
上
げ
て
も
ら
え
な

い
で
、
断
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
本
人
は
受
け
る
意
思
が
あ
っ
て
も
、
家
族
の
反
対
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で
断
る
場
合
が
あ
る
。
二
・
三
時
間
粘
っ
て
も
だ
め
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

牛
玉
箱
の
中
の
箱
だ
け
床
の
間
に
置
い
て
、
そ
の
前
に
洗
い
米
・
塩
・
水
を
置
い
て
タ
ッ
パ
イ
し
て
も
ら
う
。
ト
ウ
サ
シ
の
日
は
、

頭
人
の
家
で
頭
人
・
僧
侶
・
神
役
が
直
会
を
す
る
。
お
札
を
入
れ
た
箱
は
八
月
一
五
日
ま
で
祀
る
。
牛
玉
箱
は
神
役
が
持
っ
て
帰
る
。

牛
玉
箱
は
、
ふ
だ
ん
は
早
崎
の
区
長
の
家
に
置
い
て
あ
る
。
冨
田
・
下
八
木
の
箱
を
あ
わ
せ
て
四
つ
あ
る
。
ト
ウ
サ
シ
の
日
に
、
神
役

が
持
っ
て
く
る
。

「
蓮
華
会
の
頭
が
さ
す
と
ナ
マ
ズ
を
食
て
も
え
え
」、
と
い
う
。

筆
者
は
、
平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
）
一
月
八
日
に
先
頭
の
家
で
直
会
を
し
て
い
る
際
に
う
か
が
い
、
写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。

サ
カ
キ
イ
レ
（
榊
入
れ
）　
　
五
月
か
ら
六
月
の
頭
人
の
都
合
の
い
い
日
に
お
こ
な
う
。
竹
生
島
か
ら
弁
天
さ
ん
を
頭
人
の
家
に
持
っ

て
行
く
。

頭
人
の
家
に
行
く
前
に
僧
侶
・
神
役
は
オ
チ
ツ
キ
ヤ
ド
（
落
ち
着
き
宿
）
に
入
る
。
こ
れ
は
頭
人
の
親
戚
の
家
な
ど
で
あ
る
。
島
か

ら
ヤ
ド
ま
で
は
神
役
が
弁
天
さ
ん
を
持
っ
て
行
く
。
ヤ
ド
に
弁
天
さ
ん
を
仮
安
置
す
る
。
僧
侶
が
一
服
し
、
着
替
え
を
す
る
。
そ
こ
か

ら
、
頭
人
の
家
ま
で
行
列
を
組
ん
で
お
練
り
を
す
る
。
露
払
い
・
お
稚
児
さ
ん
・
サ
カ
キ
を
持
っ
た
人
・
御
正
体
・
弁
天
さ
ん
・
僧
侶

と
続
く
。
御
正
体
は
鏡
で
、
観
音
さ
ん
が
彫
っ
て
あ
る
。
こ
れ
が
御
幣
に
な
る
。
サ
カ
キ
は
蓮
華
会
会
の
会
長
、
御
正
体
は
頭
人
の
親

戚
が
持
つ
。

サ
カ
キ
は
こ
こ
ら
で
用
意
す
る
。
島
か
ら
持
っ
て
こ
な
い
。
法
要
の
と
き
に
は
、
住
職
が
シ
キ
ビ
の
葉
を
持
っ
て
拝
む
が
、
供
え
る

の
は
サ
カ
キ
だ
け
。
サ
カ
キ
は
神
さ
ん
の
も
の
だ
け
ど
、
蓮
華
会
で
は
使
う
。
法
要
の
と
き
だ
け
サ
カ
キ
を
使
う
。
ふ
だ
ん
、
タ
ッ
パ

イ
ス
ル
と
き
に
は
色
花
。

頭
人
の
家
に
着
く
と
、
床
の
間
に
弁
天
さ
ん
を
祀
り
、
法
要
を
す
る
。
僧
侶
が
三
人
ほ
ど
来
る
。
御
正
体
も
床
の
間
に
置
い
て
、
八
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。
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塩
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ト
ウ
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頭
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頭
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を
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た
箱
は
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一
五
日
ま
で
祀
る
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牛
玉
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は
神
役
が
持
っ
て
帰
る
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玉
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ふ
だ
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は
早
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長
の
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に
置
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る
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・
下
八
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の
箱
を
あ
わ
せ
て
四
つ
あ
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ト
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サ
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の
日
に
、
神
役

が
持
っ
て
く
る
。

「
蓮
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会
の
頭
が
さ
す
と
ナ
マ
ズ
を
食
て
も
え
え
」、
と
い
う
。
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者
は
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平
成
二
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年
（
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〇
八
）
一
月
八
日
に
先
頭
の
家
で
直
会
を
し
て
い
る
際
に
う
か
が
い
、
写
真
を
撮
影
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
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サ
カ
キ
イ
レ
（
榊
入
れ
）　
　
五
月
か
ら
六
月
の
頭
人
の
都
合
の
い
い
日
に
お
こ
な
う
。
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生
島
か
ら
弁
天
さ
ん
を
頭
人
の
家
に
持
っ

て
行
く
。

頭
人
の
家
に
行
く
前
に
僧
侶
・
神
役
は
オ
チ
ツ
キ
ヤ
ド
（
落
ち
着
き
宿
）
に
入
る
。
こ
れ
は
頭
人
の
親
戚
の
家
な
ど
で
あ
る
。
島
か

ら
ヤ
ド
ま
で
は
神
役
が
弁
天
さ
ん
を
持
っ
て
行
く
。
ヤ
ド
に
弁
天
さ
ん
を
仮
安
置
す
る
。
僧
侶
が
一
服
し
、
着
替
え
を
す
る
。
そ
こ
か

ら
、
頭
人
の
家
ま
で
行
列
を
組
ん
で
お
練
り
を
す
る
。
露
払
い
・
お
稚
児
さ
ん
・
サ
カ
キ
を
持
っ
た
人
・
御
正
体
・
弁
天
さ
ん
・
僧
侶

と
続
く
。
御
正
体
は
鏡
で
、
観
音
さ
ん
が
彫
っ
て
あ
る
。
こ
れ
が
御
幣
に
な
る
。
サ
カ
キ
は
蓮
華
会
会
の
会
長
、
御
正
体
は
頭
人
の
親

戚
が
持
つ
。

サ
カ
キ
は
こ
こ
ら
で
用
意
す
る
。
島
か
ら
持
っ
て
こ
な
い
。
法
要
の
と
き
に
は
、
住
職
が
シ
キ
ビ
の
葉
を
持
っ
て
拝
む
が
、
供
え
る

の
は
サ
カ
キ
だ
け
。
サ
カ
キ
は
神
さ
ん
の
も
の
だ
け
ど
、
蓮
華
会
で
は
使
う
。
法
要
の
と
き
だ
け
サ
カ
キ
を
使
う
。
ふ
だ
ん
、
タ
ッ
パ

イ
ス
ル
と
き
に
は
色
花
。

頭
人
の
家
に
着
く
と
、
床
の
間
に
弁
天
さ
ん
を
祀
り
、
法
要
を
す
る
。
僧
侶
が
三
人
ほ
ど
来
る
。
御
正
体
も
床
の
間
に
置
い
て
、
八
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月
一
五
日
ま
で
タ
ッ
パ
イ
し
て
も
ら
う
。
ト
ウ
サ
シ
の
日
か
ら
祀
っ
て
い
る
お
札
の
箱
と
一
緒
に
床
の
間
で
祀
る
。
八
月
一
五
日
ま
で

祀
っ
て
、
蓮
華
会
に
竹
生
島
に
返
す
。
毎
日
、
オ
ブ
ク
サ
ン
と
お
水
を
弁
天
さ
ん
に
あ
げ
る
。
オ
ブ
ク
サ
ン
と
は
ご
飯
の
こ
と
。
仏
壇

に
あ
げ
る
の
も
オ
ブ
ク
サ
ン
と
い
う
。

か
つ
て
は
、
頭
人
の
家
の
お
嫁
さ
ん
に
似
た
弁
天
さ
ん
を
仏
師
に
作
ら
せ
て
蓮
華
会
の
と
き
に
竹
生
島
へ
奉
納
し
た
と
い
う
。
今
は

新
た
に
刻
ん
で
奉
納
す
る
人
は
め
っ
た
に
い
な
い
。
竹
生
島
に
何
体
も
あ
る
の
で
、
そ
の
う
ち
の
一
体
を
サ
カ
キ
イ
レ
の
日
に
頭
人
の

家
へ
持
っ
て
く
る
。
ほ
と
ん
ど
の
家
は
、
弁
天
を
祀
る
お
堂
や
石
碑
を
記
念
に
建
て
る
。
何
回
も
頭
人
を
や
っ
た
家
だ
と
、
お
堂
や
石

碑
が
二
つ
も
三
つ
も
あ
る
家
が
あ
る
。
頭
を
務
め
た
こ
と
の
あ
る
家
を
レ
ン
ゲ
ヤ
サ
ン
と
呼
ぶ
。

頭
人
に
は
奉
納
の
品
を
書
い
た
目
録
を
渡
す
。
餅
米
な
ど
、
項
目
は
書
い
て
あ
る
が
、
今
は
だ
い
た
い
お
金
。
上
納
金
と
し
て
、
こ

れ
だ
け
は
お
願
い
し
た
い
と
、
神
役
か
ら
説
明
す
る
。
神
役
は
羽
織
袴
で
行
っ
た
。
今
は
ダ
ブ
ル
の
ス
ー
ツ
で
行
く
。
扇
子
、
数
珠
、

賽
銭
を
持
っ
て
行
く
。
住
職
に
は
傘
を
さ
す
。
ト
ウ
ケ
へ
着
く
の
は
九
時
。
一
〇
時
ご
ろ
か
ら
法
要
。
一
一
時
過
ぎ
に
法
要
終
了
。
一

二
時
半
ぐ
ら
い
か
ら
直
会
。
親
戚
な
ど
を
招
待
し
て
、
直
会
を
す
る
。
昔
は
家
に
招
い
て
い
た
が
、
今
は
ホ
テ
ル
な
ど
で
し
て
い
る
。

大
阪
の
人
の
場
合
は
、
大
阪
で
す
る
場
合
も
あ
る
が
、
こ
ち
ら
に
家
を
持
っ
て
い
る
場
合
も
多
い
の
で
、
こ
ち
ら
の
ほ
う
で
す
る
こ
と

も
あ
る
。
五
〇
人
や
一
〇
〇
人
以
上
の
こ
と
も
あ
る
。
商
売
を
し
て
い
る
家
の
と
き
は
、
歌
手
や
太
鼓
、
祇
園
の
舞
子
を
呼
ん
で
き
た

こ
と
も
あ
る
。
商
売
の
宣
伝
に
も
な
る
。
結
婚
式
並
み
の
披
露
を
す
る
。

蓮
華
会
　
　
八
月
一
五
日
。
サ
カ
キ
イ
レ
の
日
か
ら
頭
人
の
家
で
祀
っ
て
い
た
弁
天
さ
ん
を
竹
生
島
へ
返
す
。
先
頭
の
一
行
が
二
〇

人
、
後
頭
の
一
行
が
二
〇
人
、
合
計
四
〇
人
が
参
加
す
る
。
頭
人
の
一
行
は
、
長
浜
港
九
時
ご
ろ
出
港
の
船
で
竹
生
島
に
渡
る
。
頭
人

が
大
阪
の
人
で
あ
っ
て
も
長
浜
港
か
ら
出
る
こ
と
が
多
い
。
一
〇
時
ご
ろ
、
本
坊
か
ら
お
練
り
を
す
る
。

蓮
華
会
の
日
は
、
寺
と
神
役
が
世
話
を
す
る
。
神
役
は
一
四
・
一
五
・
一
六
日
と
島
へ
行
く
。
一
四
日
は
準
備
、
一
五
日
が
ホ
ン
ビ

（
本
日
）、
一
六
日
は
後
始
末
。
港
か
ら
弁
天
堂
ま
で
頭
人
た
ち
を
案
内
す
る
お
稚
児
さ
ん
は
早
崎
か
ら
出
る
。
子
ど
も
は
一
四
日
か
ら
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行
っ
て
稽
古
を
し
た
が
、
今
は
当
日
だ
け
行
く
。
昭
和
二
一
年
生
ま
れ
の
話
者
は
小
学
校
一
年
の
と
き
に
竹
生
島
へ
泊
ま
っ
た
と
い

う
。
家
か
ら
出
て
一
人
で
泊
ま
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
と
い
い
、「
お
稚
児
さ
ん
せ
ん
な
ん
さ
か
い
、
日
焼
け
す
ん
な
よ
」
と
言
わ

れ
た
と
い
う
。
日
焼
け
す
る
か
ら
泳
い
で
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
る
。
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
島
の
山
へ
登
っ
て
行
っ
た
。
男
の
子

ば
か
り
四
人
行
っ
た
。
今
は
早
崎
だ
け
で
は
子
ど
も
が
足
り
な
い
の
で
、
下
八
木
な
ど
か
ら
借
り
て
き
て
い
る
。
今
は
お
稚
児
さ
ん
は

露
払
い
だ
け
を
し
て
い
る
。

一
〇
時
半
ご
ろ
か
ら
一
時
間
ほ
ど
お
勤
め
を
す
る
。
一
〇
人
ぐ
ら
い
僧
侶
が
来
て
、
弁
天
堂
で
拝
む
。
内
陣
に
入
り
、
先
頭
は
東

（
向
か
っ
て
右
）、
後
頭
は
西
（
左
）
に
座
る
。
一
二
時
ご
ろ
に
終
わ
り
、
直
会
を
す

る
。
ヒ
キ
サ
カ
ズ
キ
と
い
っ
て
、
ご
飯
茶
わ
ん
み
た
い
な
椀
で
酒
を
飲
ん
で
帰
る
。
最

近
は
午
後
二
時
半
ぐ
ら
い
の
船
で
帰
る
こ
と
が
多
い
。

一
七
日
に
は
頭
人
の
家
に
神
役
が
礼
に
行
く
。
頭
文
（
ト
ウ
ブ
ミ
）
を
持
っ
て
行

く
。
お
祭
ご
と
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
い
う
書
類
。
江
戸
時
代
と
は
書
き
方
は
違

う
。
頭
文
は
額
に
入
れ
て
飾
っ
て
あ
る
家
が
多
い
。
こ
れ
で
蓮
華
会
は
終
り
と
な
る
。

神
役
は
来
年
の
頭
人
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。

６
　
寅
祭
り

早
崎
で
は
四
月
の
寅
の
日
に
寅
祭
り
を
す
る
。
寅
の
日
が
二
回
あ
る
と
き
は
、
あ
と

の
寅
に
お
こ
な
う
。
三
回
あ
る
と
き
は
、
中
の
寅
の
日
に
す
る
。
昔
は
竹
生
島
明
神
の

神
輿
が
早
崎
の
入
り
口
の
石
鳥
居
ま
で
来
た
。
こ
の
と
き
、
早
崎
の
オ
コ
ナ
イ
組
（
宮

本
組
・
常
盤
組
・
松
ヶ
枝
組
・
岡
本
組
）
か
ら
五
名
ず
つ
の
長
老
が
出
て
奉
迎
す
る
風
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行
っ
て
稽
古
を
し
た
が
、
今
は
当
日
だ
け
行
く
。
昭
和
二
一
年
生
ま
れ
の
話
者
は
小
学
校
一
年
の
と
き
に
竹
生
島
へ
泊
ま
っ
た
と
い

う
。
家
か
ら
出
て
一
人
で
泊
ま
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
と
い
い
、「
お
稚
児
さ
ん
せ
ん
な
ん
さ
か
い
、
日
焼
け
す
ん
な
よ
」
と
言
わ

れ
た
と
い
う
。
日
焼
け
す
る
か
ら
泳
い
で
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
る
。
す
る
こ
と
が
な
い
の
で
、
島
の
山
へ
登
っ
て
行
っ
た
。
男
の
子

ば
か
り
四
人
行
っ
た
。
今
は
早
崎
だ
け
で
は
子
ど
も
が
足
り
な
い
の
で
、
下
八
木
な
ど
か
ら
借
り
て
き
て
い
る
。
今
は
お
稚
児
さ
ん
は

露
払
い
だ
け
を
し
て
い
る
。

一
〇
時
半
ご
ろ
か
ら
一
時
間
ほ
ど
お
勤
め
を
す
る
。
一
〇
人
ぐ
ら
い
僧
侶
が
来
て
、
弁
天
堂
で
拝
む
。
内
陣
に
入
り
、
先
頭
は
東

（
向
か
っ
て
右
）、
後
頭
は
西
（
左
）
に
座
る
。
一
二
時
ご
ろ
に
終
わ
り
、
直
会
を
す

る
。
ヒ
キ
サ
カ
ズ
キ
と
い
っ
て
、
ご
飯
茶
わ
ん
み
た
い
な
椀
で
酒
を
飲
ん
で
帰
る
。
最

近
は
午
後
二
時
半
ぐ
ら
い
の
船
で
帰
る
こ
と
が
多
い
。

一
七
日
に
は
頭
人
の
家
に
神
役
が
礼
に
行
く
。
頭
文
（
ト
ウ
ブ
ミ
）
を
持
っ
て
行

く
。
お
祭
ご
と
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
い
う
書
類
。
江
戸
時
代
と
は
書
き
方
は
違

う
。
頭
文
は
額
に
入
れ
て
飾
っ
て
あ
る
家
が
多
い
。
こ
れ
で
蓮
華
会
は
終
り
と
な
る
。

神
役
は
来
年
の
頭
人
を
探
さ
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。

６
　
寅
祭
り

早
崎
で
は
四
月
の
寅
の
日
に
寅
祭
り
を
す
る
。
寅
の
日
が
二
回
あ
る
と
き
は
、
あ
と

の
寅
に
お
こ
な
う
。
三
回
あ
る
と
き
は
、
中
の
寅
の
日
に
す
る
。
昔
は
竹
生
島
明
神
の

神
輿
が
早
崎
の
入
り
口
の
石
鳥
居
ま
で
来
た
。
こ
の
と
き
、
早
崎
の
オ
コ
ナ
イ
組
（
宮

本
組
・
常
盤
組
・
松
ヶ
枝
組
・
岡
本
組
）
か
ら
五
名
ず
つ
の
長
老
が
出
て
奉
迎
す
る
風

写真 13　一の鳥居（2005年 8月、藤井撮影）
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習
が
あ
っ
た
〔
井
上
　
一
九
六
〇
〕。

現
在
で
は
区
長
が
取
り
仕
切
る
が
、
神
役
も
行
く
。
宝
厳
寺
の
方
丈
さ
ん
に
早
崎
ま
で
来
て
も
ら
い
、
一
の
鳥
居
か
ら
島
を
向
い
て

お
勤
め
を
す
る
。
御
正
体
や
サ
カ
キ
も
持
っ
て
く
る
。
そ
の
あ
と
、
堂
ヶ
浜
・
中
の
宮
・
五
社
神
社
を
回
っ
て
拝
む
。
早
崎
の
吉
川
尚

宏
さ
ん
の
家
の
石
垣
か
ら
竹
生
島
を
遥
拝
す
る
。
五
社
神
社
に
は
弁
天
も
祀
っ
て
い
る
。
堂
ヶ
浜
に
は
小
さ
な
お
堂
が
あ
っ
た
。
湖
岸

道
路
が
な
か
っ
た
こ
ろ
に
は
、
石
垣
か
ら
拝
ん
だ
。
昔
、
早
崎
は
堂
ヶ
浜
に
あ
っ
た
。
水
浸
し
に
な
っ
て
、
今
の
位
置
に
移
住
し
た
。

そ
こ
か
ら
島
に
向
っ
て
御
祈
祷
を
す
る
。
祭
り
が
終
わ
る
と
、
区
長
の
家
に
宝
厳
寺
住
職
・
竹
生
島
神
社
宮
司
・
総
代
・
神
役
・
区
の

三
役
を
招
待
し
て
直
会
を
す
る
。

７
　
四
月
祭
り

〔
川
崎
　
二
〇
一
三
〕
に
よ
る
と
、
冨
田
で
は
四
月
に
竹
生
島
の
弁
天
を
祀
っ
て

き
た
。「
島
祭
り
」、「
四
月
祭
り
」
と
呼
ん
で
い
る
。
冨
田
の
ほ
か
、
下
八
木
で
も

祀
る
。
早
崎
で
は
寅
祭
り
と
呼
ん
で
い
る
。
冨
田
で
の
「
頭
家
」
の
決
め
方
は
、

冨
田
生
ま
れ
の
、
冨
田
在
住
の
長
男
の
み
に
資
格
が
あ
り
、
南
北
冨
田
の
年
齢
順

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
下
八
木
で
は
結
婚
前
の
長
男
、
早
崎
で
は
区
長
が

「
頭
受
け
」
す
る
。
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
か
ら
明
治
一
六
年
（
一
八
八
三
）
ま

で
の
四
月
祭
り
の
頭
役
の
記
録
を
綴
っ
た
「
四
月
祭
頭
役
記
録
」（『
宝
厳
寺
文
書
』）

に
よ
る
と
、
冨
田
村
の
頭
役
は
毎
年
で
あ
る
が
、
下
八
木
村
の
頭
役
は
隔
年
と

な
っ
て
い
る
。
宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
の
「
年
中
行
事
口
授
指
南
集
」
に
は
、

四
月
祭
り
が
定
例
化
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
前
か
ら
お
こ
な

写真 14　四月祭りの箱（2009年 1月 8日、藤井撮
影）
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わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

以
下
は
、
早
崎
で
の
聞
き
取
り
内
容
で
あ
る
。
な
お
、
筆
者
は
冨
田
・
下
八
木
で
は
調
査
で
き
な
か
っ
た
。

冨
田
・
下
八
木
で
弁
天
さ
ん
を
祀
る
。
蓮
華
会
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
で
略
式
に
し
て
い
る
。
神
役
は
一
月
一
〇
日
に
後
頭
と
冨
田
へ
行

く
。
下
八
木
に
は
一
月
一
二
日
に
行
く
。
今
は
土
日
に
合
わ
せ
て
行
く
こ
と
が
多
い
。
一
月
一
〇
日
前
後
に
行
く
。
冨
田
は
順
番
に

回
っ
て
い
る
。
下
八
木
は
、
未
婚
の
長
男
だ
け
で
祀
っ
て
い
る
。
四
月
に
神
役
が
冨
田
・
下
八
木
の
頭
人
の
家
に
行
き
、
サ
カ
キ
イ
レ

を
す
る
。
田
ん
ぼ
が
始
ま
る
前
に
行
っ
た
。
弁
天
さ
ん
を
祀
っ
て
も
ら
い
、
八
月
一
五
日
に
竹
生
島
に
返
し
に
行
く
。
下
八
木
・
冨
田

も
サ
カ
キ
イ
レ
の
あ
と
に
直
会
を
す
る
。
家
や
旅
館
で
し
て
い
る
。
親
戚
ぐ
ら
い
し
か
呼
ば
な
い
。

早
崎
は
弁
天
さ
ん
を
預
か
る
行
事
は
な
い
。
早
崎
で
は
寅
祭
り
を
す
る
。

８
　
雨
乞
い

早
崎
在
住
の
大
正
一
二
年
生
ま
れ
の
話
者
が
若
い
こ
ろ
、
竹
生
島
の
弁
天
さ
ん
を
お
借
り
し
て
き
て
、
在
所
の
者
が
寄
っ
て
、
公
民

館
の
床
の
間
に
置
い
て
雨
乞
い
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
た
い
が
い
雨
を
も
ら
っ
た
と
い
う
。
島
の
管
長
は
夜
も
泊
ま
っ
た
と

い
う
。

〈
参
考
文
献
〉

生
島
礼
智
　
一
九
〇
八
　『
竹
生
島
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江
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日
本
地
名
大
辞
典
　
二
五
　
滋
賀
県
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角
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書
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太
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〇
一
三
　『
冨
田
今
昔
物
語
　
―
近
江
湖
北
の
一
農
村
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州
浅
井
郡
冨
田
村
の
記
録
―
』　
サ
ン
ラ
イ
ズ
出
版
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河
邨
吉
三
　
一
九
〇
〇
　『
竹
生
島
要
覧
』　
私
家
版

佐
々
木
孝
正
　
一
九
六
八
　「
近
世
に
お
け
る
竹
生
島
の
開
帳
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
六－

二

佐
々
木
孝
正
　
一
九
七
五
　「
竹
生
島
に
お
け
る
神
仏
分
離
に
つ
い
て
」『
大
谷
学
報
』
五
五－

二

澤
実
英
　
一
九
七
五
　『
竹
生
島
誌
』　
宝
厳
寺
寺
務
所

滋
賀
県
教
育
委
員
会
編
　
一
九
七
九
　『
名
勝
史
跡
　
竹
生
島
保
存
管
理
計
画
』　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

滋
賀
県
教
育
委
員
会
文
化
財
保
護
課
編
　
二
〇
一
二
　『
滋
賀
県
の
民
俗
　
湖
北
』　
滋
賀
県
教
育
委
員
会

陳
舜
臣
・
峰
覚
海
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九
八
〇
　『
古
寺
巡
礼
近
江
　
三 

　
竹
生
島
宝
厳
寺
』　
淡
交
社

長
浜
市
立
長
浜
城
歴
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博
物
館
編
　
一
九
九
二
　『
竹
生
島
宝
厳
寺
』　
長
浜
市
立
長
浜
城
歴
史
博
物
館

長
浜
市
長
浜
城
歴
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博
物
館
編
　
二
〇
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八
　『
竹
生
島
弁
才
天
信
仰
と
名
宝
』　
長
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市
長
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城
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博
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館
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浜
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長
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国
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竹
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編
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観
縁
　
一
九
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三
　『
早
崎
の
ム
ラ
の
昔
』　
早
崎
区

（
付
記
）

本
稿
に
も
と
に
な
る
調
査
は
、
平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
以
降
に
亀
田
佳
代
子
氏
・
牧
野
厚
史
氏
ら
と
と
も
に
お
こ
な
っ
た
、
カ

ワ
ウ
に
関
す
る
滋
賀
県
立
琵
琶
湖
博
物
館
共
同
研
究
、
科
研
萌
芽
研
究
、
お
よ
び
平
成
二
〇
〜
二
一
年
（
二
〇
〇
八
〜
九
）
に
実
施
し

た
近
畿
大
学
文
芸
学
部
民
俗
学
実
習
で
あ
る
。

話
者
：
生
島
厳
雄
氏
（
都
久
夫
須
麻
神
社
宮
司
）・
河
崎
義
隆
氏
・
倉
橋
義
廣
氏
・
中
川
善
一
氏
・
萩
崎
富
美
子
氏
・
早
﨑
得
雄

氏
・
松
井
利
文
氏
・
松
岡
国
雄
氏
・
松
岡
タ
カ
エ
氏
・
峰
覚
雄
氏
（
宝
厳
寺
住
職
）・
森
素
子
氏
・
山
下
悟
良
氏
・
吉
川
外
紀
男
氏

 ― 333 ― 

竹生島と周辺地域のかかわり

現
地
で
は
こ
の
ほ
か
に
も
多
く
の
方
々
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
お
世
話
に
な
っ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
し
た
い
。
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た
い
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